
第3次
松山市の各種相談窓口（※年末年始を除く）

相談名・内容　　　  　　　　　　　　　　　　　　　日時　　　　　　　　　　　　　　　 相談窓口・お問い合わせ先

●女性相談

「女性のためのコムズ電話・面談相談室」
DV に関することや、その他、
女性が抱える様々な相談
 
「婦人相談・家庭児童相談（電話・面談）」
DV や婦人の悩みごと、家庭内の人間関係
や養育、しつけや虐待問題などの相談

「母子相談（電話・面談）」
ひとり親の生活、住まい、
子どもの養育等の相談

「男性のためのコムズ電話・面談相談室」
DV に関することや、その他、
男性が抱える様々な相談

「父子相談（電話・面談）」
ひとり親の生活、住まい、子どもの
養育等の相談

〒７９０－０００３
松山市三番町六丁目４番地２０
T E L   ０８９－９４３－５７７６・５７７７
FAX   ０８９－９４３－０４６０
E-Mail  coms@coms.or.jp

火・水・金・土曜日
 １０：００～２０：００
日・祝日
 １０：００～１６：００

月～金曜日
 ８：３０～１７：００

月～金曜日
 ８：３０～１７：００

●子どもに関する相談

●その他

●男性相談

松山市男女共同参画推進センター（コムズ）
TEL ０８９－９４３－５７７０
FAX ０８９－９４３－０４６０

松山市家庭・子育て相談室
TEL ０８９－９４８－６４１３
FAX ０８９－９３４－１５３７

松山市家庭・子育て相談室
TEL ０８９－９４８－６７４９
FAX ０８９－９３４－１５３７

第２水・第４木曜日
　１８：３０～２０：３０

月～金曜日
　８：３０～１７：００ 

松山市男女共同参画推進センター（コムズ）
TEL ０８９－９４３－５７７７
FAX ０８９－９４３－０４６０

松山市家庭・子育て相談室
TEL ０８９－９４８－６７４９
FAX ０８９－９３４－１５３７

「子育てに関する相談」
子育て・子どもの発育、発達・虐待・不
登校・いじめ・問題行動等、0 歳から 18
歳までの子どもに関するさまざまな相談

（松山市青少年センター内）
月～金曜日　８：３０～２１：００
土・日・祝日　８：３０～１７：００

（松山市保健所・消防合同庁舎２階）
月～土曜日　8：30 ～ 17：00

月～金曜日　8：30 ～ 17：00 

松山市子ども総合相談
〈松山市子ども総合相談センター事務所（築山事務所）〉
TEL ０８９－９４３－３２００
FAX ０８９－９４３－３０７０

松山市子ども総合相談センター事務所
（萱町事務所）
TEL ０８９－９２２－２３９９
FAX ０８９－９２２－２１５０

松山市子ども総合相談センター事務所
（余土事務所）
TEL 089－972－2577
FAX 089－972－2578

発行日　平成 29 年 3 月
発行　松山市市民部市民参画まちづくり課 〒790-8571　愛媛県松山市二番町四丁目７番地２
　　　TEL 089-948-6330　　FAX 089-934-3157 E-mail　danjokyoudou@city.matsuyama.ehime.jp

「市民相談（電話・面談）」
日常生活で困りごとなど、一般的な相談 月～金曜日　８：３０～１７：００

松山市市民相談課
TEL ０８９－９４８－６２１１
FAX ０８９－９３４－１７６８

松山市男女共同参画推進センター（コムズ） 至今治市
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概要版

一人ひとりが自分らしく笑顔で暮らせるまち

松山市男女共同参画基本計画



1 2

一人ひとりが自分らしく
　　　　　 笑顔で暮らせるまち
本計画では、男女共同参画社会の実現を目指すため、一人ひとりがあらゆる
分野で互いに認め合い、配慮し、優しさと思いやりをもって自分らしく生活
しながら、笑顔で暮らせる松山市を目指します。

　男女が、性別にかかわりなく、社会の対等な構成員として、自らの意思によって社会のあらゆる分野の活動
に参画する機会が確保され、もって男女が均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享受することができ、
かつ、共に責任を担うことです。

（松山市男女共同参画推進条例第２条第１号より）

　この計画の期間は、平成 29 年（2017 年）度から平成 34 年（2022 年）度までの６年間とします。なお、社会
経済環境の変化や計画の進捗状況、国及び愛媛県の動向などを見据えながら、必要に応じて適宜見直しを行い
ます。

(1)「松山市男女共同参画推進条例」に基づき、国や愛媛県の「男女共同参画基本計画」との整合を図りつつ、　
　  第６次松山市総合計画 * の施策に位置づけられている男女共同参画社会の実現を目指し、本市の特性に応じ
　  た男女共同参画の取組を明らかにした総合的な計画です。
(2)「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（配偶者暴力防止法）*」に基づく、「松山市配偶
　  者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する基本計画（配偶者暴力防止基本計画）」を含む計画です。
　  （主要課題１　重点目標１）
(3)「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）*」に基づく、「当該市町村の区域内に
　  おける女性の職業生活における活躍の推進に関する施策についての計画（市町村推進計画）」として位置付
　  けた計画です。
　  （主要課題３及び主要課題４）
(4)  市、市民及び事業者が、家庭・地域・職場・学校などのあらゆる場で男女共同参画を推進するための目標・
　  指針です。
(5)  この計画に示された施策の方向に沿って、具体的な事業実施計画を策定します。

① 庁内体制の充実
　法律等に基づく男女共同参画社会づくりに関する諸施策を総合的かつ効果的に推進するため、庁内組織である「松山市男
女共同参画行政推進会議」や「庁内ワーキング・グループ会議」で情報の共有化と庁内連携を強化するとともに、計画に基
づいた事業の進捗状況の把握や評価を行うなど、計画の総合的な推進を図ります。

②松山市男女共同参画会議の機能活用
　男女共同参画社会の実現に向け、学識経験者など市民で組織する「松山市男女共同参画会議」で、男女共同参画推進に関
する基本的かつ重要な事項について調査・審議を行い、意見を聴きながら事業を推進します。

③市民及び事業者との連携・協力
　男女共同参画の推進に向け、市民及び事業者に対して積極的な情報提供等を行い、理解を深めるとともに、連携・協力し
ながら、基本計画を推進します。

④拠点施設の機能の充実
　男女共同参画社会の実現に向けた活動の拠点施設である松山市男女共同参画推進センターで、男女共同参画に関する情報
の収集、学習機会の提供、各種団体・グループの支援、相談などの活動を充実させ、より効果的な事業を推進します。

⑤事業実施計画の策定と進捗状況等の公表
　基本計画を具体的かつ、計画的に推進していくため、事業実施計画を策定し、毎年進捗状況を的確に把握・評価するとと
もに、その評価内容を公表するなど、より効果的な推進につなげていきます。

男女共同参画とは

計画の性格

計画の期間

推進体制

平成 17年度 平成 22年度 平成 23年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 34年度

松山市男女共同参画基本計画
第2次松山市男女共同参画基本計画

第3次松山市男女共同参画基本計画

根拠法令・条例 計画 推進組織

平成 11 年（1999 年）

平成 14 年（2002 年）

平成 15 年（2003 年）

平成 13 年（2001 年）

平成 28 年（2016 年）

第 2 次愛媛県男女共同参画計画

第 3 次松山市男女共同参画基本計画

第 4 次男女共同参画基本計画 ● 男女共同参画推進本部
● 基本問題・計画専門調査会　等

● 愛媛県男女共同参画推進本部
● 愛媛県男女共同参画会議　等

● 松山市男女共同参画行政推進会議
● 庁内ワーキング・グループ会議
● 松山市男女共同参画会議　等

愛媛県男女共同参画センター

事業実施計画

県：愛媛県男女共同参画推進条例

国：男女共同参画社会基本法

市：松山市男女共同参画推進条例

松山市男女共同参画推進センター

● 市民意見公募手続（パブリック・コメント）
● 松山市男女共同参画基本計画・事業実施計画の検証
● 各種市民意識調査

＊第６次松山市総合計画　市政での最上位の計画として位置付けられるもので、将来のまちのあるべき姿（将来都市像）を描くとともに、その実現に向けて、まちづくりの方向性を
総合的かつ体系的にまとめた計画をいう
*配偶者暴力防止法　配偶者からの暴力を防止し、被害者を保護するため、通報、相談、保護、自立支援等の体制の整備について定めている法律をいう
*女性活躍推進法　女性の職業生活における活躍を迅速かつ重点的に推進し、もって男女の人格が尊重され、かつ、急速な少子高齢化の進展、国民の需要の多様化その他
の社会経済情勢の変化に対応できる豊かで活力ある社会を実現することを目的とした法律（平成27年9月4日法律第64号） をいう

女性の職業生活における
活躍の推進に関する法律

配偶者からの暴力の防止及び
被害者の保護等に関する法律

政策体系
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（注１）　市は、審議会等＊の附属機関その他これに準じるものの構成員を任命し、又は委嘱するに当たっては、積極的改善措置を講じるこ
　　　　とにより、男女のいずれか一方の構成員の数が構成員の総数の 10 分の 4 未満とならないよう努めるものとする。（松山市男女共
　　　　同参画推進条例第 19 条第 2項）
（注２）　各分野で活躍している女性を松山市女性人財情報として登録し、審議会等の委員選考時に活用している
（注３）　調査日時点で、保育の必要性が認定され保育所等へ入所申し込みをしているが、入所できていない児童数（なお、保護者の私的
　　　　な理由により待機している場合など、一定の条件を満たしていないものを除く )

計画の体系 数値目標

主要課題 重点目標

男女間のあらゆる暴力の根絶

生涯を通じた男女の健康支援

メディアでの男女の人権の尊重

社会での制度や慣行についての配慮

国際交流と国際協力の促進

市の政策・方針決定過程への
女性の参画拡大

地域・職場の方針決定過程への
女性の参画拡大

雇用等の分野での男女の
均等な機会と待遇の確保

柔軟な働き方を可能にするための
理解促進と条件の整備

高齢者等が安心して暮らせる条件の整備

男女共同参画の視点を取り入れた
地域防災力の充実強化

男女共同参画の視点を取り入れた
防災・減災体制の確立

3 4

男女平等を推進する教育・学習の充実

多様な選択を可能にする教育・学習の充実

主要課題 項目
実績値
平成 28 年
（2016 年）

目標値
平成 35 年
（2023 年）

男女の人権の尊重

社会制度・慣行の見直し

方針決定過程への
女性の参画拡大

仕事と生活の調和

地域防災分野での
男女共同参画

教育分野での男女共同参画

ドメスティック・バイオレンスの認知度

社会全体で、男女の地位は
平等になっていると思う人の割合

審議会等への女性の登用率（注１）

松山市女性人財情報登録リストの
登録者数（注 2）

松山市の管理的地位にある
職員に占める女性の割合

松山市の育児休業を取得する
男性職員の割合

保育所等利用待機児童数（注 3）

放課後児童クラブ入会児童数

ファミリー・サポート・センターの利用件数

防災士に占める女性の割合

松山市男女共同参画推進センター
各種啓発事業への参加者数

80.6％
〈平成25年度〉

30.3％

34.2％

162人

6.1％
〈平成27年度〉

1.6％
〈平成26年度〉

94 人

4,726 人

15,063 件
〈平成27年度〉

12.0％

3,709 人
〈平成27年度〉

90％

50％

40％

300 人

10％以上
〈平成 32 年度〉

13％以上
〈平成 32 年度〉

0 人

5,518 人
〈平成 31 年度〉

15,500 件

20％

4,000 人

＊審議会等　行政が政策立案や執行にあたり、その専門的な知識やアイデアを活用するとともに幅広い意見を市政に反映させることを目的として、各界各層か
ら人材を集めた行政の附属機関及びそれに属するものをいう

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

1. 庁内体制の充実
2. 松山市男女共同参画会議の機能活用
3. 市民及び事業者との連携・協力
4. 拠点施設の機能の充実
5. 事業実施計画の策定と進捗状況等の公表

推進体制

男女の人権の尊重
～互いを理解し尊重します～

社会制度・慣行の見直し
～豊かに暮らせる社会を目指します～

仕事と生活の調和
～仕事と生活の調和が図られる社会を目指します～

方針決定過程への女性の参画拡大
～多様な意見が反映される社会を目指します～

地域防災分野での男女共同参画
～災害時こそ互いを配慮します～

教育分野での男女共同参画
～豊かな人間性を育む教育を目指します～

2

3

4

5

6

1

基本計画を具体的に推進するために、次の項目について数値目標を定めます。

目標



（注１）　市は、審議会等＊の附属機関その他これに準じるものの構成員を任命し、又は委嘱するに当たっては、積極的改善措置を講じるこ
　　　　とにより、男女のいずれか一方の構成員の数が構成員の総数の 10 分の 4 未満とならないよう努めるものとする。（松山市男女共
　　　　同参画推進条例第 19 条第 2項）
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（注３）　調査日時点で、保育の必要性が認定され保育所等へ入所申し込みをしているが、入所できていない児童数（なお、保護者の私的
　　　　な理由により待機している場合など、一定の条件を満たしていないものを除く )
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